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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第42期

第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 4,014,775 3,425,377 7,970,734

経常損失（△） (千円) △83,074 △92,199 △109,410

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純損失（△）

(千円) △657,952 △68,069 △806,399

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △658,231 △75,736 △793,650

純資産額 (千円) 975,942 764,636 840,391

総資産額 (千円) 7,644,590 6,494,504 7,028,678

１株当たり四半期(当期)純損失（△） (円) △68.51 △7.09 △83.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 12.8 11.8 12.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △75,315 △172,366 △404,415

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △64,801 289,524 668,691

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △143,373 △404,761 △242,557

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 349,189 366,795 654,398
 

 

回次
第42期

第２四半期
連結会計期間

第43期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △58.42 △10.54
 

(注) １．　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(１)財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は堅調に推移し、景気は緩やかな回復基調を見せる

一方、節約志向により個人消費に力強さはみられず、足踏み状態が続いております。加えて、海外における保守主

義的な政策による貿易摩擦の懸念も払拭できず、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 
①財政状態

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金が減少したことに伴い、流動資産が減少したことに加

え、旧東京支社宮前営業所を売却したことに伴い有形固定資産が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ

５億34百万円減少の64億94百万円になりました。

負債につきましては、短期借入金は増加しましたが、買掛金、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含

む。）が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ４億58百万円減少の57億29百万円になりました。

純資産につきましては、利益剰余金等が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ75百万円減少の７億64百

万円になりました。

 
②経営成績

当第２四半期連結累計期間におきましては、前期に閉鎖、規模の縮小をした部門の影響もあり、主力のメニュー

商品売上高は32億39百万円（前年同四半期比83.8％）、特売商品売上高については、１億85百万円（前年同四半期

比123.9％）になりました。　

 
また、販売費及び一般管理費は人件費をはじめ、経費全般の見直しを行い削減に努めた結果、前年同四半期より

１億96百万円減少し、13億84百万円になりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が34億25百万円（前年同四半期比85.3％）、営業損

失は95百万円（前年同四半期は65百万円の営業損失）、経常損失は92百万円（前年同四半期は83百万円の経常損

失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は68百万円（前年同四半期は６億57百万円の親会社株主に帰属する四半

期純損失）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、３億66百万円になりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果、減少した資金は１億72百万円（前年同四半期は75百万円

の減少）になりました。この主な内訳として、税金等調整前四半期純損失40百万円等により資金が減少したこと

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果、増加した資金は２億89百万円（前年同四半期は64百万円

の減少）になりました。この主な内訳として、有形固定資産の売却による収入３億１百万円等により資金が増加

したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果、減少した資金は４億４百万円（前年同四半期は１億43百

万円の減少）になりました。この主な内訳として、短期借入金の純増加額１億円、長期借入れによる収入１億50

百万円により資金が増加しましたが、長期借入金の返済による支出６億12百万円、リース債務の返済による支出

42百万円により資金が減少したことによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（４）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、11百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,856,669 11,856,669

東京証券取引所
(市場第二部)

名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

計 11,856,669 11,856,669 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年９月30日 ― 11,856,669 ― 1,148,010 ― 211,806
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社神明 神戸市中央区栄町通六丁目1-21 1,900 19.78

ショクブン取引先持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 1,234 12.85

川瀬　公 名古屋市千種区 476 4.96

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目6-1 179 1.87

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7-1 131 1.37

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町一丁目13-1
（東京都中央区晴海一丁目8-12　晴海アイラ
ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

117 1.22

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目2-1 99 1.04

株式会社名古屋銀行 名古屋市中区錦三丁目19-17 92 0.97

愛知スズキ販売株式会社 名古屋市南区南野一丁目72 90 0.94

ショクブン社員持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 90 0.94

計 ― 4,412 46.14
 

（注）　上記のほか当社所有の自己株式2,252千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 2,252,900

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,551,200 95,512 ―

単元未満株式 普通株式 52,569 ― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 11,856,669 ― ―

総株主の議決権 ― 95,512 ―
 

　(注)「単元未満株式」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が658株含まれております。

② 【自己株式等】

  平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 名古屋市守山区向台
三丁目1807番地

2,252,900 ― 2,252,900 19.0
株式会社ショクブン

計 ― 2,252,900 ― 2,252,900 19.0
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 818,017 538,189

  受取手形及び売掛金 24,905 12,871

  原材料及び貯蔵品 123,688 126,392

  その他 30,101 74,301

  貸倒引当金 △8,176 △8,503

  流動資産合計 988,536 743,250

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 814,237 794,228

   土地 4,428,280 4,178,309

   その他（純額） 79,813 61,600

   有形固定資産合計 5,322,330 5,034,137

  無形固定資産 46,561 46,643

  投資その他の資産   

   投資有価証券 170,263 176,261

   繰延税金資産 3,045 1,024

   退職給付に係る資産 265,115 267,950

   その他 232,825 225,235

   投資その他の資産合計 671,249 670,471

  固定資産合計 6,040,142 5,751,253

 資産合計 7,028,678 6,494,504

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 306,516 258,715

  短期借入金 2,850,000 2,950,000

  1年内返済予定の長期借入金 846,144 519,364

  未払法人税等 37,686 40,911

  賞与引当金 45,930 22,474

  その他 408,925 410,084

  流動負債合計 4,495,202 4,201,549

 固定負債   

  長期借入金 1,435,553 1,300,243

  資産除去債務 25,731 25,332

  繰延税金負債 122,309 121,706

  その他 109,490 81,036

  固定負債合計 1,693,084 1,528,318

 負債合計 6,188,287 5,729,868
 

 

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

 9/18



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,148,010 1,148,010

  資本剰余金 1,488,147 1,488,141

  利益剰余金 △732,931 △801,000

  自己株式 △1,111,196 △1,111,208

  株主資本合計 792,029 723,942

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,250 3,249

  退職給付に係る調整累計額 45,111 37,444

  その他の包括利益累計額合計 48,361 40,694

 純資産合計 840,391 764,636

負債純資産合計 7,028,678 6,494,504
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 4,014,775 3,425,377

売上原価 2,499,295 2,137,066

売上総利益 1,515,480 1,288,310

販売費及び一般管理費 ※１  1,580,781 ※１  1,384,176

営業損失（△） △65,301 △95,866

営業外収益   

 受取利息 250 714

 受取配当金 1,913 2,042

 投資有価証券運用益 2,586 -

 受取手数料 1,193 8,272

 その他 2,892 2,659

 営業外収益合計 8,836 13,689

営業外費用   

 支払利息 25,730 9,181

 その他 878 841

 営業外費用合計 26,608 10,022

経常損失（△） △83,074 △92,199

特別利益   

 固定資産売却益 - 51,695

 特別利益合計 - 51,695

特別損失   

 事業閉鎖損失引当金繰入額 18,645 -

 減損損失 ※２  527,066 -

 特別損失合計 545,711 -

税金等調整前四半期純損失（△） △628,786 △40,503

法人税、住民税及び事業税 22,843 22,766

法人税等調整額 6,322 4,799

法人税等合計 29,165 27,565

四半期純損失（△） △657,952 △68,069

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △657,952 △68,069
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純損失（△） △657,952 △68,069

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 9,287 △0

 退職給付に係る調整額 △9,567 △7,667

 その他の包括利益合計 △279 △7,667

四半期包括利益 △658,231 △75,736

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △658,231 △75,736
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △628,786 △40,503

 減損損失 527,066 -

 減価償却費 97,416 46,643

 長期前払費用償却額 274 155

 賞与引当金の増減額（△は減少） △766 △23,456

 貸倒引当金の増減額（△は減少） - 326

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △23,256 △13,883

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △579 -

 受取利息及び受取配当金 △2,163 △2,756

 支払利息 25,730 9,181

 投資有価証券運用損益(△は益) △2,586 -

 有形固定資産売却損益（△は益） - △51,695

 売上債権の増減額（△は増加） 973 12,034

 たな卸資産の増減額（△は増加） △4,753 △2,704

 仕入債務の増減額（△は減少） △91,270 △47,800

 未払金の増減額（△は減少） 86,434 22,262

 前受金の増減額（△は減少） 2,522 3,117

 未払消費税等の増減額（△は減少） 20,113 △7,903

 その他 △3,307 △58,153

 小計 3,061 △155,136

 利息及び配当金の受取額 1,843 2,208

 利息の支払額 △25,882 △10,387

 法人税等の支払額 △54,338 △9,050

 営業活動によるキャッシュ・フロー △75,315 △172,366

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △37,800 △37,800

 定期預金の払戻による収入 30,140 30,025

 有形固定資産の取得による支出 △56,460 △5,579

 有形固定資産の売却による収入 - 301,666

 無形固定資産の取得による支出 △3,710 -

 投資有価証券の取得による支出 △5,996 △5,998

 投資有価証券の売却による収入 4,100 -

 差入保証金の回収による収入 5,726 6,336

 その他 △802 872

 投資活動によるキャッシュ・フロー △64,801 289,524

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 700,000 100,000

 長期借入れによる収入 - 150,000

 長期借入金の返済による支出 △737,811 △612,090

 リース債務の返済による支出 △47,875 △42,627

 自己株式の純増減額（△は増加） △37 △18

 配当金の支払額 △57,648 △25

 財務活動によるキャッシュ・フロー △143,373 △404,761

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △283,490 △287,603

現金及び現金同等物の期首残高 632,680 654,398

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  349,189 ※  366,795
 

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

13/18



【注記事項】

(追加情報)

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に

表示しております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目別内訳は、次のとおりであります。

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

 
　(自 平成29年４月１日
　 至 平成29年９月30日)

　(自 平成30年４月１日
　 至 平成30年９月30日)

販売促進費 82,745 千円 50,765 千円

給料及び手当 815,038 千円 770,942 千円

賞与引当金繰入額 37,788 千円 17,039 千円

退職給付費用 548 千円 3,950 千円

福利厚生費 157,401 千円 135,508 千円

減価償却費 53,103 千円 34,891 千円

燃料水道光熱費 70,440 千円 69,382 千円
 

 

※２　減損損失

前第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

　　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類

東京都町田市他 支社・営業所 土地・建物及び構築物・その他(有形固定資産)・無形固定資産

大阪府茨木市他 支社・営業所 建物及び構築物・その他(有形固定資産)・無形固定資産

京都市南区他 支社・営業所 土地・建物及び構築物・その他(有形固定資産)・無形固定資産

滋賀県大津市 支社・営業所 土地・その他(有形固定資産)
 

当社グループは食品事業における管理会計上の区分に基づき、キャッシュ・フローを生み出す最少単位として支社を

基本単位にグルーピングしております。

商圏からの撤退を意思決定した支社及び事業活動による収益性が著しく低下した支社について、帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失(527,066千円)として特別損失に計上しております。その内訳は、土地342,447

千円、建物及び構築物152,804千円、その他(有形固定資産)26,662千円、無形固定資産5,152千円であります。

なお、回収可能額を正味売却価額より測定しており、主要な建物及び土地においては不動産鑑定士による鑑定評価額

により評価しております。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

　　該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。　

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

 
　(自 平成29年４月１日
　 至 平成29年９月30日)

　(自 平成30年４月１日
　 至 平成30年９月30日)

現金及び預金勘定 514,331 千円 538,189 千円

預入預金が３か月を超える
定期預金

△165,141 千円 △171,393 千円

現金及び現金同等物 349,189 千円 366,795 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 57,624 6.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．配当金支払額

　無配のため、記載すべき事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △68円51銭 △7円09銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)　(千円) △657,952 △68,069

   普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
(△)　(千円)

△657,952 △68,069

    普通株式の期中平均株式数(株) 9,604,098 9,603,714
 

(注)　　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 

平成30年11月７日

株式会社ショクブン

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今　　泉　　　　　誠 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　　藤　　貴　　俊 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショク

ブンの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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